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日本バイオレオロジー学会年会のあゆみ
回 年会長 所属 会場 会期
1 深田 栄一 理化学研究所 東京慈恵会医大学 高木会館講堂 1978/6/19
2 岡 小天 国立循環器病センター 国立循環器病センター 講堂 1979/6/30～7/1
3 東 健彦 信州大学 信州大学医学部第一講義堂 1980/6/28～29
4 谷口 興一 東京医科歯科大学 東京医科歯科大学 5 号館 1981/6/20～21
5 梶谷 文彦 川崎医科大学 川崎医科大学 現代医学教育博物館 1982/6/26～27
6 稲垣 義明 千葉大学 千葉県文化会館 小ホール 1983/6/18～19
7 神谷 瞭 北海道大学 北海道自治会館 自治ホール 1984/6/16～17
8 浅野 牧茂 国立公衆衛生院 国立公衆衛生院 講堂 1985/6/15～16
9 志賀 健 愛媛大学  愛媛県医師会館 ホール 1986/6/11～13
10 磯貝 行秀 東京慈恵会医科大学 東京慈恵会医大学 高木会館講堂 1987/6/13～16
11 松田 保 金沢大学 金沢大学医学部十全講堂 1988/6/2～4
12 大島 宣雄 筑波大学 筑波大学大学会館国際会議室 1989/7/5～7
13 峰下 雄 帝塚山短期大学 奈良県新公会堂 1990/6/21～23
14 品川 嘉也 日本医科大学 日本医科大学 大講堂 1991/6/20～22
15 平川千里 岐阜大学  岐阜市文化センター 1992/6/25～27
16 菅原 基晃 東京女子医科大学 東京女子医大学 弥生記念講堂 1993/6/16～17
17 松信 八十男 清和大学  エーザイホール 1994/6/17～18
18 貝原 学 帝京大学   TEPCO 地球館 1995/6/15～16
19 辻 隆之 国立循環器病センター 千里ライフサイエンスセンター 1996/6/6～7
20 増田 善昭 千葉大学 千葉大学けやき会館 1997/6/5～6
21 前田 信治 愛媛大学 エスポワール愛媛文教會舘    1998/6/11～13
22 貝原 真 理化学研究所 理化学研究所 鈴木梅太郎記念ホール 1999/6/10～11
23 辻岡 克彦 川崎医科大学 倉敷公民館 2000/6/8～9
24 谷下 一夫 慶應義塾大学 慶應義塾大学 創想館マルチメディアルーム 2001/6/7～8
25 大橋 俊夫 信州大学 信州大学旭会館大会議室 2002/6/6～7
26 西成 勝好 大阪市立大学 大阪市立大学学術情報総合センター 2003/6/5～6
27 内村 功 東京医科歯科大学 東京医科歯科大学 特別講堂 2004/6/10～11
28 佐藤 正明 東北大学 東北大学マルチメディア教育研究棟 2005/7/7～8
29 丸山 徹 九州大学 九州大学医学部 コラボステーション 2006/6/12～13
30 佐々木 直樹 北海道大学 北海道大学 学術交流会館 2007/6/14～15
31 安藤譲二 東京大学 東京大学理学部小柴ホール 2008/6/5～6
32 土橋 敏明 群馬大学 桐生市民文化会館 2009/6/4～5
33 氏家 弘 東京労災病院 理化学研究所 鈴木梅太郎記念ホール 2010/6/3～4
34 関 眞佐子 関西大学 関西大学 100 周年記念会館 2011/6/3～4
35 佐藤 恵美子 新潟県立大学 朱鷺メッセ 2012/5/31～6/2
36 工藤 奨 九州大学 九州大学西新プラザ 2013/6/6～8
37 大島 まり 東京大学 大宮ソニックシティビル 市民ホール 2014/6/5～6
38 吉田 雅幸 東京医科歯科大学 学術総合センター 2015/6/6～7
39 後藤 信哉 東海大学 東海大学校友会館 2016/6/18～19
40 望月 精一 川崎医療福祉大学 川﨑祐宣記念講堂 2017/5/27～28
41 松本 健郎 名古屋大学 名古屋大学IB電子情報館 2018/6/16~17
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会場案内 
会 場： 名古屋大学 IB 電子情報館 中棟 1F 

住 所： 〒464-8603 名古屋市千種区不老町 

連絡先： BRNagoya18@lab-ml.web.nitech.ac.jp

JJR 名古屋駅-(徒歩３分)→地下鉄名古屋駅-(地下鉄東山線・藤が丘方面)→本山
駅(8 駅目，15分)-(地下鉄名城線・八事方面)→名古屋大学駅(１駅目，２分)  
3 番出口方向名大西地区連絡通路出てすぐ 
 

レストラン街
(詳細はランチ
マップ参照)
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会場内配置（1階） 

・受付   IB 館入口 
・クローク   011 講義室 (兼 実行委員控室) 
・口頭発表セッション   第１会場（015講義室）,第２会場（014講義室） 
・学会奨励賞応募講演   第１会場 
・ポスター発表     廊 下 
・バイオレオロジー・リサーチフォーラム 第 1会場 
・総会，表彰    第 1会場 
・岡小天賞／論文賞・受賞講演   第 1会場 
・閉会挨拶    第 1会場 
・休憩室    013 講義室 
 
・各種会議    会議室 (012 講義室) 
 
・懇親会    南部生協食堂「Mei-dining」（P. 2 参照） 

名大構内での昼食のご案内  
北部生協食堂   土曜日 11:00~14:00 日曜日 閉店 
北部生協購買   土曜日 10:00~14:30 日曜日 閉店 
IB 館地下 Family Mart  土曜日 07:00~23:00 日曜日 07:00~23:00 
南部生協食堂   土曜日 11:00~14:00 日曜日 閉店 
南部 Family Mart   土曜日 07:00~23:00 日曜日 07:00~23:00 
Starbucks（図書館） 土曜日 09:00~18:00 日曜日 09:00~18:00 
 
名大構外の飲食店（日曜営業）は P. 2 地図 レストラン街方面に多数ございます． 
詳細は受付近くのランチマップをご覧ください． 

第1会場
(015講義室)

クローク
実行委員
控室
(011講義室）

会議室
(012
講義室) W.C

IB電子情報館・中棟(1F)

出入口

出入口

受
付
入
口

N

W.C

受付

第2会場
(014
講義室)

休憩室
(013
講義室）

ポスター発表

地下鉄名城線
名大西地区連絡通路
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参加者の皆様へ 

参加登録用紙 

• 参加受付は 2018年 6月 16日（土）8:15 からです． 

• 事前に登録用紙にご記入の上，プリントアウトして当日お持ちください． 

（参加登録用紙は年会ホームページよりダウンロードできます．） 

 

参加費・参加証 

会 員   5,000 円（不課税） 
非会員  15,000 円（消費税込） 
学 生    3,000 円（学生会員 不課税，非会員 消費税込） 

• 非会員での参加者には，日本バイオレオロジー学会の会員資格が翌年 4月末日まで付
与されます． 

• 学生は参加受付にて学生証をご提示ください．学生証のご提示がない場合には，会員な
いしは非会員の参加費となりますのでご注意ください．後日証明書を提出されても参加
費の返金はいたしませんのでご了承ください． 

• 参加費は，年会当日，参加受付にて申し受けます． 

• なるべくお釣りのないようにお願いいたします． 

• 参加費と引き換えに参加証（ネームカード）をお渡しします．各自で所属・氏名をご記
入ください．会期中，会場では必ずご着用ください（ご着用がない場合，講演会場には
ご入場いただけません）． 

• 会場でのwifi は eduroamをご利用いただけます． 

• 年会参加者の方は会員，非会員を関わらず会期中，年会ホームページより抄録集（電子
版B&R，第 32巻 2号）を閲覧いただけます．閲覧パスワードは会場でご覧ください．
年会ホームページ  http://www.biorheology.jp/nenkai/41/ 
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懇親会 

下記の日時・場所にて，懇親会を開催いたします． 

皆様のご参加を心よりお待ちしております． 

日 時： 2018 年 6月 16日（土）18:20～20:00 
場 所： 名古屋大学 南部食堂「Mei-dining」 

参加費： 会員・非会員 4,000 円，学生 2,000 円（いずれも消費税込） 

※ 参加費は，年会当日，参加受付にて申し受けます． 

参加者へのお願い 

• 会場内はすべて禁煙です． 

• 講演会場内での撮影および録音は禁止させていただきます． 

• 講演会場内での携帯電話等のご使用は禁止させていただきます．また，会場内では電源
をOFF にするかマナーモードに設定してください． 

• 講演会場内でのお呼び出しはいたしません． 
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発表に関する注意 

講演時間 

• オーガナイズドセッション，学会奨励賞セッションでの講講演時間は15分（発表10分，
質疑応答 5分）です（例年より若干長くなっておりますのでご注意下さい）． 

座長の方へ 

• ご担当セッション開始 10分前までに会場内（右前方）の次座長席にお着きください． 

• 会場進行係はおりますが，セッションの進行は座長にお任せいたします．演者ごとの講
演時間を厳守してください． 

• 発表順はプログラム記載の通りですが，進行ならびに追加発言・討論等に関しましては
座長にご一任いたします．ただし，セッションの終了時間を厳守してください． 

演者の方へ 

• ご発表の 2演題前までに会場内（左前方）の次演者席にお着きください． 

• すべて PC での発表になります．スライド・OHP の使用は出来ません． 

• 会場には PC は用意しておりません．必ずご自身の PC をご持参ください． 

• 音声の会場スピーカーへの直接出力はいたしません．ご発表データ内で音声をご使用の
場合には，演者用マイクを PC のスピーカーに近づける等でご対応ください． 

• ご発表中の PC の操作は，発表者ご自身ないしは共同演者で行ってください． 

• プロジェクターとの接続は，ミニD-sub15ピンのみとさせていただきます（写真参照）． 
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• ご持参いただく PCに保存されているご発表データの損失に備え，USBフラッシュメ
モリ・CD-R 等でご発表データのバックアップをご持参ください．

ポスター発表の方へ

• ポスターサイズはA0（W 841 mm × H 1,189 mm）です．

• ポスター貼付用の画鋲は会場で用意しています．

• ポスター掲示は 6月 16日(土) 8:30～12:00 に行ってください．

• 6 月 16日（土）12:45～13:45 をコアタイムといたしますので，ご自身のポスター前
で待機ください．

• ポスターの撤去は 6月 17日（日）13:50～16:00 に行ってください．
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タイムテーブル
6月16日（土）

会議予定 ・電子版B&R編集委員会 8:30～ 9:00  IB館012講義室 

6月17日（日）

会議予定 ・JBR打ち合わせ会議 8:50～ 9:20  IB館012講義室 
・理事会・評議会合同会議 9:30～10:30  IB館012講義室 

(47)
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9:15~10:00 OS3 血液レオロジーと微小循環 (1)
座長：佐伯壮一（大阪市大）

OS3-1 マイクロチャネル内血液流れ中の血小板模擬粒子の分布ー円管と矩形管の違いー
○瀧ノ内希陸（関西大），小野澤天紀，関 淳二，板野智昭，関 眞佐子（関西大，大阪大）

OS3-2 硬化及び軟化赤血球サスペンション流れ中の血小板模擬粒子の流路内分布
○小野澤天紀（関西大），瀧ノ内希陸，福本 翼，関 淳二，板野智昭，関 眞佐子（関西大，
大阪大）

OS3-3 鳥類赤血球の流動挙動の観察と血漿層厚さの計測
○中村匡徳（名古屋工大），森石達也，杉田修啓

10:05~10:50 OS3 血液レオロジーと微小循環 (2)
座長：関 眞佐子（関西大，大阪大）

OS3-4 内皮細胞への血小板粘着に対するADP濃度とずり応力の影響 
石垣杏樹（東京都市大），田島泰希，小林千尋，平田孝道，永野秀明，白鳥 英，○島野健
仁郎 

OS3-5 観察点移動機構を有する血液細胞流動撮影装置の構築とその妥当性検証
 ○池田直生（芝浦工大），井上雅喬，箱﨑雅也，五十嵐公輔，渡邉宣夫 
OS3-6 3次元血流速マイクロ断層可視化法（OCDV）を用いた表皮直下の毛細血管血流速の基礎

的検討 
○ 古川大介（大阪市大），佐伯壮一，原 祐輔

11:10~12:10 A1 学会奨励賞応募講演
座長：工藤 奨（九州大）

A1-1 プリオン病の予防または治療に向けたアミロイド凝集の抑制および分解促進の挙動解析と
配列依存性 
○柴立郁美（山口東京理科大），静間隆文，森井尚之（東京医歯大），木下 岬（大阪大），
李 映昊，橋本慎二（山口東京理科大），佐伯政俊

A1-2 米粉・大豆タンパク質混合系の熱的・力学的挙動
 ○永井紘太（兵庫県立大），吉村美紀 
A1-3 Microrheological characterization on the phase-separation of mixed carrageenan

gels 
〇Lester Geonzon（東京海洋大），Rommel Bacabac（University of San Carlos），
Shingo Matsukawa（東京海洋大）

A1-4 FRETイメージングを用いたMC3T3-E1細胞内張力のダイナミクスの計測
○王 軍鋒（名古屋大）, 杉田修啓（名古屋工大），道上達男（東京大），坪井貴司，北口
哲也（東京工大），松本健郎（名古屋大）

14:15~15:30 OS4 細胞・分子のメカノバイオロジー
座長：大橋 俊朗（北海道大）

OS4-1 赤血球の変形性指標：せん断流れ場における特性応力
 ○橋本成広（工学院大） 
OS4-2 PKC トランスロケーションと細胞間結合の関係 
 崔 中華（九州大），Alireza Karimi，◯世良俊博，工藤 奨
OS4-3 内皮細胞一次繊毛の可視化および力学特性計測技術の開発

○松尾智史（北海道大），玉井克志，蔡 昊男，大橋俊朗

プログラム 6 月 16 日（土）

第1会場

(48)
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傾斜構造のコラーゲン基質を用いた細胞遊走評
 ○福島修一郎（大阪大），松井 翼，出口真次 
OS4-5 血管内皮細胞のＭＭＰおよびeNOS産生に対する超高壁せん断応力の影響 

○坂元尚哉（首都大東京），大山侑樹，中村匡徳（名古屋工大），木村直行（自治医大）

16:15~18:00 バイオレオロジー・リサーチフォーラム
司 会： 松本 健郎（名古屋大） 
テーマ： 「発生現象とバイオメカニクス」

  
１． 脳の発生からみる上皮組織の折りたたみと管形成の力学制御

鈴木  誠（基礎生物学研究所）
 
２． 発生過程における手足の3D形態形成のバイオメカニクス

鈴木 孝幸（名古屋大）

第２会場
9:15~10:00 OS7 食品およびソフトマターのレオロジー (1)   

座長：金田 勇（酪農学園大）

OS7-1 食品多糖類溶液のレオロジー、トライボロジーおよび食感の相関解析
○前田和寛（三栄源エフ・エフ・アイ），合田 喬，中馬 誠

OS7-2 シカ肉加工品の栄養と物性
〇吉村美紀（兵庫県立大），平川あさき

OS7-3 画像テクスチャ解析を用いた嚥下音からの炭酸圧推定
○柴田曉秀（大阪大）, 白石勝人, 池上 聡（三栄源エフ・エフ・アイ）, 中馬 誠, 東森 充
（大阪大）

10:05~11:05 OS7 食品およびソフトマターのレオロジー (2)   
座長：吉村美紀（兵庫県立大）

OS7-4 保存日数の異なるα-アミラーゼ製剤添加パンの物理的特性と食塊の性状
○高橋智子（神奈川工科大），勝瀬梨沙，吉田美咲，佐保田哲子（ピュラトスジャパン）

OS7-5 硬さの異なる寒天ミクロゲルオイルサスペンションの流動特性
〇金田 勇（酪農学園大）, 宮前仁美

OS7-6 食品用3Dプリンタの開発
関 順一（東京電機大）, 清水純平，○武政 誠

0S7-7 アガロースゲルにおける網目構造の経時変化
〇松川真吾（東京海洋大），孔 德美（華東師範大），Descallar Faith Bernadette（東京
海洋大），趙 秋華（華東師範大）

14:00~15:00 OS6 生体物質の構造形成と機能発現・制御
座長：土橋 敏明（群馬大）

OS6-1 粒子追跡マイクロレオロジーによるゼラチンのゲル化過程
○槇 靖幸（九州大），安中雅彦

OS6-2 講演中止

OS6-3 コラーゲン水溶液の相挙動に関する研究
杉山晃一（北海道大），○古澤和也（福井工大）

OS4-4 価

(49)
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○江口和也（東海大）， Isala Dueramae，砂見雄太， 岡村陽介，喜多理王

15:05~16:05 OS1 血管内治療, OS8 レオロジー一般，その他   
座長：島野健仁郎（東京都市大）

OS1-1 血管内治療を要する動脈硬化重症例におけるプラスマローゲンの血漿濃度および赤血球膜
含量の解析
○丸山 徹（九州大），野田裕剛，横山 拓，吉田千春，出石さと子，入江 圭，森山祥平，
深田光敬，有田武史，小田代敬太，馬渡志郎（レオロジー機能食品研），藤野武彦，赤司
浩一（九州大）

OS1-2 磁気共鳴流体力学解析による流量計測に与える脳動脈瘤の影響
水野 崇（名古屋大），〇礒田治夫，泉 孝嗣，田嶋駿亮，塚田哲也，櫻井康雄，小森芳秋
（シーメンスヘルスケア），長縄慎二（名古屋大）

OS8-1 循環型透析シミュレーターにおける穿刺およびカテーテル操作の再現性について
○廣浦 学（ニプロ），廣田 徹（グッドマン），富永祐太（ニプロ），向井純平，正木涼
子，直木洋介，川口 晃，増田利明

OS8-2 ラット落下実験時の胸部応答に対する胸郭粘弾性特性の影響
○伊藤大輔（名古屋大），一杉正仁（滋賀医大）

プログラム 6月17日（日）

第1会場
10:40~11:25 OS2 循環器系ダイナミクスと疾患 (1)

座長：丸山 徹（九州大）

OS2-1 血小板と凝固系の混合血栓の成長におよぼす抗トロンビン薬と抗Xa薬の差異のシミュレ
ーションによる定量予測
○綾部健吾（東海大），後藤信一（東海大，慶應大），田村典子（東海大），後藤信哉

OS2-2 CFD，形態学及び臨床情報に基づく多変量解析による未破裂脳動脈瘤破裂予測
○大野 宏（東京理科大，慈恵医大），髙尾洋之（慈恵医大），鈴木貴士，藤村宗一郎（東
京理科大，慈恵医大），内山祐也，田中和俊，石橋敏寛（慈恵医大），福留功二（東京理
科大），山本 誠，村山雄一（慈恵医大）

OS2-3 講演中止

11:30~12:15 OS2 循環器系ダイナミクスと疾患 (2)
座長：後藤信哉（東海大）

OS2-4 脳動脈瘤モデルラットを使用した病変局所の動きのライブイメージング解析の試み
○青木友浩（国循研セ），宮田 悠（国循研セ，滋賀医大），清水寛平（国循研セ，京都大）

OS2-5 インピーダンス・スペクトロスコイピー法による赤血球の溶血分析
○Tran Anh Kiet（千葉大），李 建平，川嶋大介，武居昌宏

OS2-6 Estimation of stress-strain relationships of the fibrous cap in carotid artery using
various types of hyperelastic models
○Subraya Krishna Bhat（九州工大）, Hiroshi Yamada, Noriyuki Sakata（福岡大）

OS6-4 ポリ乳酸裁断化超薄膜分散液の粘性率測定と評価

(50)
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14:00～15:00 総会・表彰（岡小天賞，論文賞，学会奨励賞，優秀ポスター賞）

15:00～16:00 岡小天賞・受賞講演 座長：梶谷 文彦（川崎医大）

脳動脈瘤とバイオレオロジー
氏家  弘（東京労災病院 脳神経外科顧問, ブルースカイ松井病院 脳神経外科部長）

16:00～16:30 論文賞・受賞講演 座長：山田  宏（九州工大）

光干渉断層装置を用いたコネクタとチューブ接続部に生じる血栓の可視化手法の開発
松橋 祐輝（早稲田大）

16:30～16:35 閉会挨拶

第２会場

10:40~11:25 OS5 ティッシュエンジニアリング・人工臓器 (1)
座長：岩﨑清隆（早稲田大）

OS5-1 ヒト血液を用いた血液適合性比較試験を実現するための小型拍動回路の開発
○保延慶紀（早稲田大），松橋祐輝，鮫島啓，頼卓然，熊谷直紀，青山祐介，梅津光生，
岩﨑清隆

OS5-2 弁形状の違いがバイオバルブ僧帽弁の流体力学的機能におよぼす影響
○田地川 勉（関西大），藤岡達也，巽英介（国循研セ），中山泰秀

OS5-3 矩形断面流路をもつインペラの出口角と断面積が遠心血液ポンプの血液適合性に与える影
響
○西田正浩（産総研），後藤大輝（横浜国大），迫田大輔（産総研），小阪 亮，山根隆志，
丸山 修，百武 徹（横浜国大），山本好弘（泉工医科工業），桑名克之

11:30~12:30 OS5 ティッシュエンジニアリング・人工臓器 (2)  
座長：西田正浩（産総研）

OS5-4 塞栓コイルの3次元留置形態と血栓形成の関係性に関する研究
○松橋祐輝（早稲田大），青山祐介，鮫島 啓，熊谷直紀，頼 卓然，保延慶紀，梅津光生，
岩﨑清隆

OS5-5 脱細胞化組織を用いたヒツジ膝前十字靭帯再建後の膝関節安定性に関する研究
○江 虹暁（早稲田大），伊藤匡史，奥田慶也，岡村昭慶，八木優大，岡崎 賢，梅津光生，
岩﨑清隆

OS5-6 ヒト全血における動圧浮上遠心血液ポンプ内のプラズマスキミング現象
○近藤和樹（産総研），迫田大輔，小阪亮，西田正浩，丸山 修

OS5-7 MEMS技術による小型血栓センサの新規開発
○森田伸友（産総研），迫田大輔，近藤和樹，小阪 亮，岩崎 渉，丸山 修

日本バイオレオロジー学会誌（電子版）第 32 巻　第 2 号　2018 (51)
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掲 示 6月16日  8：30～12：00

コアタイム 6月16日 12：45～13：45

撤   去 6月17日 13：50～16：00

《食品のレオロジー》
P-01 米粉・大豆タンパク質混合系麺とゲルの力学的特性

○永井紘太（兵庫県立大），吉村美紀
P-02 小麦麺の性状と構造に及ぼす保蔵期間の影響

○細田捺希（兵庫県立大），吉村美紀
P-03 畳み込みニューラルネットワークを用いたゲル状食品のテクスチャ推定システム

○西 慶一郎（大阪大），柴田暁秀，池上 聡（三栄源エフ・エフ・アイ），中馬 誠，東森
充（大阪大）

《高分子のレオロジー》
P-04 モデルペプチドを用いたアミロイド線維の形成を制御するための環境因子とアミノ酸配列

の解明
○佐伯政俊（山口東京理科大），柴立郁美，座安瑞希，静間隆文，大嶋伸明，穐本光弘

P-05 ポリ乳酸裁断化超薄膜分散液のレオロジー特性の評価
○江口和也（東海大），Isala Dueramae，砂見雄太，岡村陽介，喜多理王

P-06 Viscoelastic behavior of physically crosslinked-hydrogel and Interpenetrating
polymer network hydrogel
○I. Dueramae（東海大），F. Tanaka（京都大），N. Shinyashiki（東海大），S. Yagihara，
R. Kita

P-07 Rheological properties in solution of wormlike micelle composed of
lysophosphatidylcholine and phosphatidylcholine mixture
〇Zhen Li（東京海洋大），Paphawee Nantarajit，Shingo Matsukawa

《血液のレオロジー》
P-08 フィブリンゲル形成過程に与えるトロンビン濃度の影響

〇為我井大輔（群馬大），土橋敏明，外山吉治
P-09 パック赤血球/血漿接触系におけるゲル形成ダイナミクス

〇篠田啓貴（群馬大），倉沢隆太，外山吉治，山本隆夫，土橋敏明，小川哲史（高崎総合
医療セ）

P-10 血液凝固モデルとしての血漿/塩化カルシウム水溶液接触系におけるゲル化ダイナミクス
○川端彬嗣（群馬大），倉沢隆太，青柳貴彦，篠田啓貴，外山吉治，山本隆夫，土橋敏明，
小川哲史（高崎総合医療セ）

P-11 血栓形成メカニズムの解明を目指した材料付着血小板の微構造観察
◯中山正光（慶應大），長谷部光泉（慶應大，東海大），前川駿人（慶應大），尾藤健太，
三浦慶介，松本知博（東海大），鈴木哲也（慶應大）

P-12 血流停滞による血栓形成現象を再現できる模擬血液開発の試み
〇廣野 充（関西大），矢野良輔，田地川 勉

P-13 脳血栓回収デバイスの経時的な拡張径の評価法の開発：異なる力学的特性を有する血栓モ
デルを用いた検討

ポスター発表（6 月 16 日（土），17 日（日））

(52)
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〇頼 卓然（早稲田大），松橋祐輝，鮫島 啓，熊谷直紀，保延慶紀，梅津光生，石井 暁（京
都大），岩﨑清隆（早稲田大）

P-14 レオロジスペクトロメータによる低せん断速度域における血液粘度の挙動計測
〇山川義和（トリプル・アイ），岡田洋二，平野太一（東京大），酒井啓司

P-15 衝突流における赤血球の変形とヘモグロビン漏出
〇和田 悠（名古屋工大），杉田修啓，中村匡徳

P-16 電気回路を利用した血圧反射波の抽出：要素数の検討
〇岡村法宜（愛媛県立医療技術大）

《細胞・組織のレオロジー》
P-17 圧縮刺激が核内クロマチンに与える影響の評価に関する基礎的研究

◯森 尚輝（名古屋大），王 軍峰，前田英次郎，村瀬晃平，松本健郎
P-18 隣接細胞の損傷によるPKCα活性化と細胞骨格の関係

◯小野瀬孝一（九州大），世良俊博，工藤 奨
P-19 すり鉢様形状の培養基板面が細胞に与える影響の観察

○金森宗一郎（名古屋大），前田英次郎，村瀬晃平，松本健郎
P-20 細胞膜流動性に及ぼす細胞接着基板剛性の影響

○黒柳 要（名古屋大），前田英次郎，村瀬晃平，松本健郎
P-21 B16メラノーマ細胞の転移悪性度による粘弾性特性の違い

〇小野大地（名古屋工大），杉田修啓，中村匡徳
P-22 アフリカツメガエル新鮮原腸胚内部の構造観察と力学環境の推定

○丹下祥之（名古屋大），安東頼子，前田英次郎，村瀬晃平，上野直人（基生研），松本
健郎（名古屋大）

P-23 粒子散布法によるアフリカツメガエル尾芽胚のかたさ計測
○角田 涼（名古屋大），安東頼子，前田英次郎， 村瀬晃平，上野直人（基生研），松本
健郎（名古屋大）

P-24 Measurement of microscopic deformation of the rabbit thoracic aorta during
tensile test
○Yong Fan（名古屋大），Junfeng Wang，Eijiro Maeda，Kohei Murase，Takeo
Matsumoto

（本プログラムは、抄録原稿の情報に基づいて作成しています．）

(53)
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要旨

受賞講演

・岡小天賞

・論文賞
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TWIns [ 162-8480 2-2 ] 

1330 nm

(2015-A095)
7 mm

6 mm

50 mL
100 mL/min

10 50
 7 frame/s

7

(43wt%)

0.637 ± 0.306 mm2

0.012 ± 0.011 mm2

(p<0.01)

0.012 ± 0.011 mm2 
0.009 ± 0.008 mm2 (p = 0.62)

0.637 ± 0.306  
0.646 ± 0.311 mm2 (p = 0.96)

 

Matsuhashi,Y. Sameshima,K. Yamamoto,Y.
Mitsuo,M. Iwasaki,K. : Real-time visualization of
thrombus formation at the interface between
connectors and tubes in medical devices by using
optical coherence tomography, PLoS ONE, 12(12),
e0188729. doi: 10.1371/journal.pone.0188729,
2017
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要旨 
 
 

バイオレオロジー・リサーチフォーラム 
「発生現象とバイオメカニクス」 
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Suzuki, M., Morita, H. and Ueno, N.: Molecular
mechanisms of cell shape changes that contribute
to vertebrate neural tube closure. Dev. Growth
Differ., 54, 266-276, 2012.
Suzuki, M., Sato, M., Koyama, H., Hara, Y.,
Hayashi, K., Yasue, N., Imamura, H., Fujimori, T.,
Nagai, T., Campbell, R. E. and Ueno, N.: Distinct
intracellular Ca2+ dynamics regulate apical
constriction and differentially contribute to neural
tube closure. Development, 144, 1307-1316.
Inoue, Y., Suzuki, M., Watanabe, T., Yasue, N.,
Tateo, I., Adachi, T. and Ueno, N.: Mechanical
roles of apical constriction, cell elongation, and
cell migration during neural tube formation in
Xenopus. Biomech. Model. Mechanobiol., 15,
1733-1746, 2016.
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1) Morishita, Y. and Suzuki, T. Bayesian inference of
whole-organ deformation dynamics from limited
space-time point data. J. Theor. Biol., 357, 74-85,
2014

2) Morishita, Y., Kuroiwa, A., and Suzuki, T.
Quantitative analysis of tissue deformation
dynamics reveals three characteristic growth modes
and globally-aligned anisotropic tissue deformation
during chick limb development. Development, 142,
1672-1683, 2015
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要旨
6 月 16日（土） 
第 1会場 

OS3  
血液レオロジーと微小循環 
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要旨
6 月 16日（土） 
第 1会場 

A1 
学会奨励賞応募講演 
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要旨
6 月 16日（土） 
第 1会場 

OS4 
細胞・分子のメカノバイオロジー 
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Praetorius(1)

MDCK
Ca2+

Battle(2)

MEMS
 

BAEC MDCK
Acetylated  tubulin

MEMS
2

MEMS

2 Acetylated  tubulin
BAEC
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18H03508  

Praetorius, H.A. and Spring, K.R.: Bending the MDCK
cell primary cilium increases intracellular calcium. The
Journal of Membrane Biology, 184, 71-79, 2001.
Battle, C., Ott, C.M., Burnette, D.T., 
Lippincott-Schwartz, J. and Schmidt, C. F.: Intracellular 
and extracellular forces drive primary cilia movement. 
Proceedings of the National Academy of Sciences, 
112(5), 1410-1415, 2015. 

Fig. 1 Fluorescence images of primary cilia with Acetylated 
 tubulin in (a) BAEC and (b) MDCK. (c) A carbon 

nanotube trapped in the four-forked channel and (d) its 
bending caused by test flow loading. 
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1) Kimura N, et al, J Thorac Cardiovasc Surg, 153,
52-62, 2017.

2) 2, 50,
2017.

3) Rouleau L, et al, J Biomech Eng, 132, 071015,
2010.

4) Aicher D, et al, Ann Thorac Surg, 83, 1290-1294,
2007.
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  [ 565-0871 2-1] 

 

Haralick, R.M. et al.: Textural Features for Image
Classification, IEEE Trans. on Systems, Man and
Cybernetics, SMC-3, 610-621, 1973.

Fig. 3  Estimation Result. 

Fig. 2  Spectrogram obtained by STFT. 

(a) 
Fig. 1  Swallowing sound measurement. 

(b) 
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 [ 819-0395 744] 

Fig. 1. Ensemble-averaged mean-square displacements 
(MSD) versus lag time of polystyrene latex in 10 wt% 
gelatin solution obtained 10 min (red), 30 min (green), 
70 min (blue), and 1105 min (black) after the quench. 
The dotted line with a slope of 0 and the dashed-dotted-
line with a slope of 1 are shown as a guide.  
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1. Goto S TN, Ayabe K, Kato E, Hasebe T, Takagi S,

Kawamura Y, and Goto S. A method and preliminary

results of in silico computer simulation for the

formation of mix thrombi with platelet and fibrin. J

Biorheol. 2017;31:30-34.
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Fig.1
Ridge Ridge

HCT [%]
Murashige et al, 

Artif Organs 40(9), 2016
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Fig.1 Ridge
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HCT E Fig.2
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HCT 90%

Fig.1 Plasma-skimming effect in a hydro-dynamically 
levitated blood pump 

Fig.2 Change of skimming efficiency 
according to HCT (n=3) 
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*Micro/Nano Technology Center, Tokai University, Kitakaname, Hiratsuka, Kanagawa 259-1292 
**Department of polymer chemistry, Graduate School of Engineering, Kyoto University, Kyoto 668-8501

***Department of Physics, Tokai University, Kitakaname, Hiratsuka, Kanagawa 259-1292. 
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Fig.2 Change in chromatin morphology in response to 
compression. 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.3 Quantitative evaluation of change in chromatin 
morphology after cell compression. 
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[1] Nagayama et al. FEBS Letters, 585, 3992-7, 2011. 
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(1). 

 

PDMS
2 μm, 4 μm, 8 μm

FRAP (
) 

1~4  
FRAP FRAP

FRAP
 (FV1200-IX81, Olympus) 

DiO (
)

1.6 μm
(Fig.1(a, b)). 110

 (Fig.1(c),(d))

. 
FRAP

FRAP Table1
control

( 2 μm 4 μm 8μm) 

Table1 Diffusion coefficients D in 4 conditions. 
Control 
(n = 10) 

2 μm 
(n = 10) 

4 μm 
(n = 15) 

8 μm 
(n = 15) 

D (μm2/s) 
(mean ± 

SD) 

0.266 ± 
0.108 

0.199 ± 
0.077 

0.204 ± 
0.085 

0.220 ± 
0.087 

FRAP

 (16K01346, 17k20102) 
 

1) 30
, 211, 2017

Fig.1 Temporal change of fluorescence intensity of 
tenocyte subjected to FRAP at representative time 
points. Bars = 20 μm While circle indicates the 
region subjected to photobleaching. 
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Fig. 1 Setup for continuous recording of cross-sectional 
images of Xenopus laevis embryo in a cryotome.

(3705- 
15H05860)

1) Shibazaki et al., Cur Biol 14, 1462-1467, 2004.
2) 2012

J028025 2012.
3) B R

31 2 53 2017.
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International)
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Fig.1 Particles on the section of Xenopus laevis tailbud. 

Fig.2 Amount of indentation of each tissue on the 

section of Xenopus laevis tailbud compared st. 26 with 

st. 31 

(3705-

15H05860)  
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第４１回日本バイオレオロジー学会年会実行委員会 

委員長  松本 健郎（名古屋大学 大学院工学研究科 機械システム工学専攻） 
幹 事  前田 英次郎（名古屋大学 大学院工学研究科 機械システム工学専攻） 
委 員  中村 匡徳（名古屋工業大学 大学院工学研究科 電気・機械工学専攻） 

村瀬 晃平（名古屋大学 大学院工学研究科 機械システム工学専攻） 
杉田 修啓（名古屋工業大学 大学院工学研究科 電気・機械工学専攻） 

  安東 頼子（名古屋大学 大学院工学研究科 機械システム工学専攻） 
  王   軍鋒（名古屋大学 大学院工学研究科 機械システム工学専攻） 

＊＊＊＊＊ 共催，広告等 ＊＊＊＊＊ 

共 催： 名古屋大学 大学院工学研究科 

広 告： （株）大菜技研 
（株）カネカメディックス 
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編 集 後 記 
 
	 ようやく第 41回日本バイオレオロジー学会年会の抄録集を仕上げることができました．本年会を開催する
にあたり，丸山理事長をはじめとする役員の先生方，学会事務局の菅原さん，共催頂いた名古屋大学大学院

工学研究科，そして実際に講演をお申し込み頂いた方々など実に多くの皆様のご協力を頂きました．実行委

員会一同，心より御礼申し上げます．本会の準備中には，懇親会の晩に名古屋で某アイドルグループの「総

選挙」が開催されることが決まったために，この晩の宿が取れなくなっていることが判明するなどの波乱も

あり，肝を冷やしましたが，何とか開催に漕ぎ着けることができそうです．年会への沢山の方々のご参加を

切に願っております． 
	 今後とも日本バイオレオロジー学会ならびに電子版 B&Rへの温かいご支援をお願い申し上げます． 

（松本	 健郎） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 編集委員会 
  編集委員長 山田	 宏 
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